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校 長

工学博士 加 藤 靖

校 訓 ．

（初代校長 林 茂 助）
（ ）

校 章
（ ）

図案 斎藤 求

校 訓

） 山形県の 山 の文字
を地として 高専 の
両側に出羽の国の 羽
を配し、鶴岡の 鶴
の華麗にして雄々しい
羽ばたきを象徴する。

．創 設・発 展
昭和 年代後半から、我が国は経済を急速に発展させ、今日の豊かな国民生活を支えてきまし

た。その原動力は産業とくに製造工業でしたから、工業界は実践力に富む中堅技術者を大量に必

要としました。この社会的要請に応えて、本校は昭和 （ ）年春開校しました。

その後の技術革新やハイテク化、そして今日の科学技術立国に至る激動の中で、本校は科学技

術者あるいは科学研究者を養成する特徴ある高等教育機関として、工業界において高く評価され

信頼を得ています。その特徴は、 年制一貫教育と大学編入学への広い門戸にありますが、平成

（ ）年には大学学部と同等の教育研究機能をもつ 年制の専攻科が設置され、学士学位の

取得が可能となり、大学大学院への直接進学もできることになりました。さらに、国際的水準の

技術者の養成のため、日本技術者教育認定機構（ ）の規程に対応し、専攻科と本科の融合

した新しい教育も進めています。そして、平成 （ ）年、独立行政法人化に伴い、地域密着

型高専として新しい出発をしました。

．



．教育目標と入学者受入方針．教育目標と入学者受入方針

基本教育目標

．豊かな人間性と広い視野を持ち、社会人としての倫理を身につける

．あらゆる学習を通じて思考力を鍛え、創造力に富んだ技術者になる

．専門分野の基礎を良く理解し、実際の問題に応用できる能力を培う

．意思伝達及び相互理解のため、十分なコミュニケーション力を養う

学習・教育目標

（ ）知識を統合し多面的に問題を解決する構想力を身につける。

（ ）地球的視野と技術者倫理を身につける。

（ ）数学、自然科学の基礎学力と実験・実習による実践力を身につける。

（ ）工学の基礎学力と情報技術を身につける。

（ ）一つの得意専門分野をもち、生産技術に関する幅広い対応能力を身につける。

（ ）論理的表現力と英語力を身につける。

（ ）計画的、継続的、客観的な問題解決能力を身につける。

学科の教育目標

機 械 工 学 科 産業界のあらゆる分野で活躍できる教養豊かな機械技術者を育成する

ことを目的とする。

電気電子工学科 産業界で活躍できる創造性豊かな実践的電気電子技術者を育成するこ

とを目的とする。

制御情報工学科 情報並びに電子・機械制御技術を統合した広い技術分野に携わる実践

的技術者を育成することを目的とする。

物 質 工 学 科 物質や生物の知識を基礎として、環境問題や新しい科学技術に対応で

きる技術者を育成することを目的とする。

入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）

本 科

．技術や科学に関心があり、社会に貢献する技術者への夢を抱いている人

．学習意欲が高く、数学、理科、国語、英語の基礎力が備わっている人

．自分の頭や手を使って ものづくり をすることが好きな人

．学校の 基本教育目標 を理解し、目標に向かって粘り強く積極的に行動できる人

専攻科

．科学技術への関心が高く、研究に対して意欲がある人

．発想に独自性があり、チャレンジ精神に富んだ人

．技術や科学の専門基礎力を有し、より高度で実践的な技術の修得を目指す人
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．沿 革．沿 革

月 日 国立鶴岡工業高等専門学校誘致期成同盟会発足

月 日 国立工業高等専門学校の鶴岡市設置が正式決定
月 日 国立学校設置法の一部を改正する法律により、鶴

岡工業高等専門学校（入学定員 機械工学科 学
級 名、電気工学科 学級 名）設置 初代校長
に理学博士・林茂助（東京工業大学名誉教授）が就
任 元鶴岡市立第二中学校校舎を仮校舎とし開校

月 日 開校式並びに第 回入学式を仮校舎において挙行

月 日 本校舎及び学寮竣工
月 日 仮校舎より本校舎

（鶴岡市大字井岡字沢田 ）に移転

月 日 機械工場竣工

月 日 野球場竣工
月 日 体育館竣工

月 日 陸上競技場竣工
月 日 工業化学科（入学定員 学級 名）増設
月 日 校舎落成記念式典を挙行

月 日 武道場及び水泳プール竣工
月 日 第 回卒業証書授与式を挙行 卒業生 名

（機械工学科 名、電気工学科 名）
月 日 工業化学科校舎竣工
月 日 第 学年、第 学年全寮制実施

月 日 第 代校長に斎藤信義
（前本校教授・学生主事）が就任

月 日 図書館竣工

月 日 創立 周年記念行事実施

月 日 電子計算機室竣工

月 日 弓道場竣工

月 日 第 代校長に工学博士・渡会正三（前名古屋大学
工学部教授）が就任

月 日 生活廃水処理施設、実験廃水処理施設竣工

月 日 第 体育館竣工

月 日 陶芸室竣工

月 日 福利厚生施設竣工

月 日 第 代校長に工学博士・染野檀（東京工業大学名
誉教授・前長岡技術科学大学教授）が就任

月 日 創立 周年記念行事実施

月 日 寮竣工
月 日 第 代校長に工学博士・清水二郎（元東京工業大

学工学部長・同名誉教授）が就任

月 日 学寮全面改修竣工

昭和 年昭和 年

昭和 年昭和 年

昭和 年昭和 年

昭和 年昭和 年

昭和 年昭和 年

昭和 年昭和 年

昭和 年昭和 年

昭和 年昭和 年

昭和 年昭和 年

昭和 年昭和 年

昭和 年昭和 年

昭和 年昭和 年

昭和 年昭和 年

昭和 年昭和 年

昭和 年昭和 年

昭和 年昭和 年

昭和 年昭和 年

昭和 年昭和 年

昭和 年昭和 年

昭和 年昭和 年

昭和 年昭和 年

月 日 中国 州紡織工学院（現 中原工学院）と学術交流
協定書調印

月 日 機械工学科の 学級のうち 学級を制御情報工学
科（入学定員 学級 名）に改組

月 日 留学生の受入開始

月 日 新制服（コシノジュンコ氏デザイン）新入生から着
用 学校週 日制の実施

月 日 制御情報工学科棟竣工
月 日 第 代校長に工学博士・阿部光雄（東京工業大学

名誉教授）が就任 工業化学科を物質工学科（物
質・生物コース）に改組

月 日 創立 周年記念行事実施

月 日 物質工学科棟竣工
月 日 地域協力教育研究センター設置

月 日 第 代校長に工学博士・野中勉（元東京工業大学
大学院総合理工学研究科長・同名誉教授）が就任

月 日 地域共同テクノセンター設置
（地域協力教育研究センター改組）

月 日 地域共同テクノセンター棟竣工

月 日 総合情報センター設置（電子計算機室改組）

月 運営協議会設置

月 日 専攻科（機械電気システム工学専攻・物質工学専
攻）設置 保健管理センター設置 女子寮設置
新制服新入生から着用

月 日 創立 周年記念行事実施

月 日 独立行政法人国立高等専門学校機構が設置する国
立高等専門学校となる

月 日 号館竣工
月 日 電気工学科を電気電子工学科に名称変更

月 日 第 代校長に工学博士・横山正明（東京工業大学
名誉教授）が就任

月 日 生産システム工学 教育プログラムが日本技術者
教育認定機構（ ）の認定を受ける。

月 日 独立行政法人大学評価・学位授与機構が実施する
平成 年度 高等専門学校機関別認証評価 にお
いて、評価基準を満たしていると認定される。

月 日 教育研究技術支援センター設置
月 日 山形大学農学部と学術交流に関する協定を締結
月 日 国際交流支援室設置
月 日 リール 技術短期大学（フランス）と学術交流協定

を締結
レッドロックス・コミュニティーカレッジ（アメ
リカ）と学術交流協定を締結

月 日 山形大学工学部と教育研究交流に関する協定を締結

月 日 山形県商工観光部との研究・技術支援並びに人材
育成についての連携に関する協定を締結

月 日 第 代校長に工学博士・加藤 靖（前仙台高専副
校長）が就任

教育

平成
いて

昭和 年昭和 年

平成 年平成 年

平成 年平成 年

平成 年平成 年

平成 年平成 年
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平成 年平成 年

平成 年平成 年

平成 年平成 年

平成 年平成 年

平成 年平成 年

平成 年平成 年

平成 年平成 年

平成 年平成 年
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平平成成 年年

平平成成 年年

平平成成 年年
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学 校 行 事 ．

前 期 （平成 年度） （ ）

学 校 行 事

月 日 日 春季休業

日 入学式

日 始業行事

日 前期授業開始

日 開校記念日

月 日 ・ 日 ・ 日 ・ 日

中学校招待体育大会

日 新入生校外研修

日 校内体育大会

日 専攻科推薦入学試験

月 日 日 中間試験（ 年）

月 日 日

東北地区高専体育大会（仙台（名取）一関）

日 専攻科学力入学試験（前期）

日 終業行事

日 月 日 夏季休業

月 日 編入学試験（推薦）

日 中学生一日体験入学

日 科学の祭典

月 日 日

全国高専体育大会（関東信越地区）

日 始業行事・授業開始

日 防災避難訓練

日 専攻科学力入学試験（後期）

専攻科社会人入学試験

日 日 前期末試験

（ ）

（ ）

（ ）

高
専
体
育
大
会
（

月
）

入学式（ 月）

親
子
で
楽
し
む
科
学
の
祭
典
（

月
）



ロボットコンテスト全国大会（ 月）

卒業式・修了式（ 月）高専祭（ 月）

後 期 （平成 年度） （ ）

防災避難訓練（ 月）

（ ）

（ ）

・

月 日 後期授業開始

日 ・ 日 ロボットコンテスト東北大会（八戸）

日 ・ 日 プログラミングコンテスト本選（一関）

日 ・ 日 高専祭

月 日 日 年工場見学

日 日 ロボットコンテスト全国大会

日 編入学試験（学力）

日 日 中間試験（ 年）

月 日 月 日 冬季休業

月 日 始業行事・授業開始

日 推薦入学試験

月 日 日 卒業研究発表会

日 日 年生卒業試験

日 入学試験

日 日 学年末試験

月 日 終業行事

日 日 臨時休業

日 卒業式・修了式

日 日 学年末休業



組 織 ．

教職員の現員 平成 年 月 日現在

校長

組 織

（ ）
（注）小委員会は除く。

課 長 補 佐

総 務 課 長 課 長 補 佐

学 生 課 長 課 長 補 佐

（総務担当）

（財務担当）

教育研究技術支援センター長 技 術 長 技術第一班班長

技術第二班班長

技術第三班班長

副校長（教務担当）教務主事

副校長（学生担当）学生主事

副校長（寮務担当）寮務主事

国際交流支援室長

副校長（研究担当）

副校長（産学官連携 外部資金 知的財産担当）

学校運営組織図
教 務 主

学 生 主

寮 務 主

寮

事

事

事

補

補

補

監

事務部長

人事係長

図書 係長情報

財務係長

総務係長

用度係長

総 合 科 学 科 長

機 械 工 学 科 長

電気電子工学科長

画 室企 長 企画・連携係長

学生係長

寮務係長

教務係長

施設係長

制御情報

物 質 工

専 攻

工学科

学 科

科

長

長

長

図 書 館 長

総合情報センター

機械

物質

長

ム工学専攻主任ステ気シ電

任攻主学専工

地域共同テクノセンタ

保健管理センター

ー 副

副

相

保

セ

セ

談

健

長

長

タ

タ

長

長

ー

ー

ン

ン

室

室

長

長

区分

教 育 職 員 一 般 職 員
合 計

校 長 教 授
特任教授 准教授 講 師 助 教 計 事務系 技術技能系 医療系

教務系
計

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

現員

区分

教 育 職 員 一 般 職 員
合 計

男 女 計

現員

会議・委員会等

運 営 協 議 会

校 長 室 会 議

運 営 会 議

教 員 会 議

学 科 会 議

専 攻 科 会 議

点 検 評 価 等 実 施 委 員 会

中 期 計 画 統 括 委 員 会

将 来 計 画 委 員 会

教 務 委 員 会

学 生 委 員 会

寮 務 委 員 会

教 育 点 検 評 価 委 員 会

教 育 改 善 委 員 会

国 際 交 流 委 員 会

広 報 委 員 会

施 設 委 員 会

推 進 委 員 会

入 学 試 験 委 員 会

就 職 対 策 委 員 会

外 国 人 留 学 生 委 員 会

図 書 館 運 営 委 員 会

地域共同テクノセンター運営委員会

発 明 委 員 会

総合情報センター運営委員会

保健管理センター運営委員会

セクシュアルハラスメント防止対策委員会

情報セキュリティ管理委員会

情報セキュリティ推進委員会

情 報 公 開 委 員 会

公 開 講 座 等 委 員 会

環 境 保 全 委 員 会

研 究 紀 要 委 員 会

教育研究技術支援センター運営委員会

安 全 衛 生 委 員 会

校 務 等 支 援 委 員 会

宿 舎 委 員 会

教 員 業 績 評 価 委 員 会



役 職 員

役 職 氏 名

校 長 加 藤 靖

副校長（教務担当） 教 務 主 事

教 務 主 事 補

本 憲 作

上 松 和 弘

神 田 和 也

増 山 知 也

南 淳

副校長（学生担当） 学 生 主 事

学 生 主 事 補

江 口 宇三郎

山 田 充 昭

五十嵐 幸

佐 藤 司

渡 部 誠 二

副校長（寮務担当） 寮 務 主 事

寮 務 主 事 補

副校長（研究担当）

副校長（産学官連携・外部資金・知的財産担当）

佐 藤 浩

田 邊 英一郎

佐々木 裕 之

宝 賀 剛

三 村 泰 成

宮 孝 雄

佐 藤 貴 哉

総 合 科 学 科 長

機 械 工 学 科 長

電気電子工学科長

制御情報工学科長

物 質 工 学 科 長

専 攻 科 長

図 書 館 長

総合情報センター長

地域共同テクノセンター長

保健管理センター長

教育研究技術支援センター長

国際交流支援室長

澤 祥

本 橋 元

佐 藤 秀 昭

佐 藤 義 重

粟 野 幸 雄

宮 孝 雄

大河内 邦 子

吉 住 圭 市

佐 藤 貴 哉

白 野 啓 一

本 橋 元

内 山 潔

事 務 部 長

総 務 課 長
課 長 補 佐
（総務担当）

課 長 補 佐
（財務担当）

総 務 係 長
人 事 係 長

図書情報係長

財 務 係 長

用 度 係 長

施 設 係 長

学 生 課 長

課 長 補 佐

教 務 係 長

学 生 係 長

寮 務 係 長

技 術 長
兼企 画 室 長

企画・連携係長

落 合 義 忠

阿 部 好 子

川 上 豊

山 口 正

菅 井 久美子

冨 樫 律 子

長谷川 毅 人

三 澤 健 一

馬 場 智 明

阿 部 強 士

橋 本 美佐子

鈴 木 直 克

後 藤 正 一

中 島 直 樹

井 上 弘

石 田 克 敏

川 上 豊

大 山 元

役 職 氏 名



．本 科 ．

数学の授業 英語の授業

国語の授業 オフィスアワーでの個別指導

．本 科

総 合 科 学 科

高度な技術を身につけた優れた実践的技術者として産業界で活躍するためには、専門的な知識や技

術の修得はもちろん、幅広い知識や豊かな教養を身につけ人間性を高めることが大切です。そのため

の教科が 一般科目 で、総合科学科の教員が担当します。

一般科目は、専門のさまざまな問題を的確にとらえ柔軟に対処できる基本的な能力を養うことを目

指す基礎専門科目と、産業界の国際化に対処できる能力と情操豊かで健全な社会人の育成を目指す一

般教養科目から成っています。低学年を中心に高学年まで授業が行われ、優れた技術者を養成するた

めの重要な役割を担っています。



教 育 課 程

教員及び専門分野

区分
授 業 科 目 単位数

学年別履修単位数

年 年 年 年 年

必

修

科

目

歴 史
歴 史
地 理
倫 理
政 治 ・ 経 済
数 学
数 学
物 理
化 学
生 物
美 術
音 楽
保 健 ・ 体 育
国 語
英 語
英 語
ド イ ツ 語
語 学 演 習

履 修 単 位 数

区分
授 業 科 目 単位数

学年別履修単位数

年 年 年 年 年

必

修

科

目

歴 史
歴 史
地 理
倫 理
政 治 ・ 経 済
数 学
数 学
物 理
化 学
生 物
美 術
音 楽
保 健 ・ 体 育
国 語
英 語
英 語
ド イ ツ 語
語 学 演 習

履 修 単 位 数

以上のほか、特別活動を第 学年から第 学年まで各学年各々 単位時間、計 単位時間実施する。
（ ）

氏 名 職 名 学 位 等 専 門 分 野

大河内 邦 子 教 授 文 学 修 士 国文学、国語コミュニケーション

佐 藤 浩 教 授 理 学 修 士 組合せ論

澤 祥 教 授 教育学修士 自然地理学、地形学、活断層研究

窪 田 治 教 授 文 学 修 士 ドイツ文学

上 松 和 弘 教 授 理 学 博 士 代数幾何学、複素幾何学

吉 木 宏 之 教 授 理 学 博 士 プラズマ理工学、原子核理論

畑 江 美 佳 准 教 授 修士（文化情報） 英語コミュニケーション・スキル、融合文化論

田 邊 英一郎 准 教 授 教育学修士 英語学、英語教育学

本 間 浩 二 准 教 授 体 育 学 士 ラグビー

加 田 謙一郎 准 教 授 修 士（文学） 国文学

氏 名 職 名 学 位 等 専 門 分 野



非常勤講師

担 当 科 目 氏 名

数 学
齋 藤 進
佐 藤 修 一

化 学 ・ 生 物
小 泉 信 三
佐 藤 浩

美 術
江 川 満
江 川 てる子

音 楽 山 澤 陽 子

保 健 ・ 体 育 小野寺 敦

国 語 有 地 智枝子

英 語

児 玉 清 志
齋 藤 み ゑ
長谷川 佐知子
原 京 子
ポール・ホプキンズ

倫 理 菊 池 善 教

担 当 科 目 氏 名

数 学

化 学 ・ 生 物

美 術

音 楽

保 健 ・ 体 育

国 語

英 語

倫 理

氏 名 職 名 学 位 専 門 分 野

山 田 充 昭 准 教 授 博 士（文学） 日本史学

阿 部 秀 樹 准 教 授 音声学修士 英語音声学・音韻論、第二言語の音韻習得

野々村 和 晃 准 教 授 博 士（理学） 環論

茨 木 貴 徳 准 教 授 博 士（理学） 非線形関数解析学、凸解析学

比留間 浩 介 講 師 修士（教育学） トレーニング科学

木 村 太 郎 講 師 博 士（理学） 微分幾何学

主 濱 祐 二 講 師 修士（教育学） 英語学、英語教育学

田 阪 文 則 講 師 博 士（理学） 群論

上 條 利 夫 助 教 博 士（理学） 分析化学、レーザー分光学、材料科学

山 内 清 特 任 教 授 博士（経済学） 理論経済学

伊 藤 堅 治 特 任 教 授 体 育 学 士 柔道

鈴 木 建 二 特 任 教 授 博 士（理学） 固体物理学

岡 幹 郎 特 任 教 授 理 学 士 理論天体物理学、プラズマ物理学

氏 名 職 名 学 位 専 門 分 野



設 備

化学生物実験室 マイクロ波プラズマ発生装置

物理実験室 教 室

室 名 主 な 設 備

教 室

（語学演習）

多目的高度活用システム

ラボ

マスターコンソール（アナライザ付）、マスター・テープレコーダ、教材提示装置、教

育用スピーカ、ブーステレビ、学生用ヘッドセット、ビデオプロジェクター、 イ

ンチ型ビデオスクリーン、 プレーヤ、教師用パーソナルコンピュータ、レーザー

プリンタ

物 理 実 験 室

一般物理実験器具一式、オシロスコープ、線スペクトル光源装置、分光計、 ガ

スレーザー装置、偏向極板入りクルックス管、 計数装置、天体望遠鏡、ビデオカ

メラ、プロジェクト用スクリーン、シンチレーション・サーベイメータ、パーソナル

コンピュータ

応用物理実験室

直流磁化装置、真空焼鈍炉、電気炉、電子式分析天秤、ベクトルインピーダンス、定

電流電源、金属顕微鏡、シンクロスコープ、デュアルデスプレイ、マルチメーターデ

ジタルメモリ、空冷式ターボ分子ポンプ、回転対陰極型強力 線回折装置、スパッタ

蒸着装置

化学生物実験室

一般化学実験器具一式、分光光度計、自動滴定記録装置、 メータ、溶存酸素計、

ウルトラディスパイザ、ソックスレー抽出装置、インキュベータ、実体顕微鏡・位相

差顕微鏡およびテレビ・カメラシステム一式、製氷機

室 名 主 な 設 備

教 室

（語学演習）

多目的高度活用システム

ラボ

物 理 実 験 室

応用物理実験室

化学生物実験室



ページめくり機 六足歩行ロボット 車椅子の介助力測定

機 械 工 学 科

機械工学科では、様々な産業分野で使用される機械を開発・設計したり、信頼性の高い製品を効率

良く作るための考え方や製造法を総合的に学習します。具体的には、機械に利用される材料の性質や

強さ、その合理的な加工法、水、熱、空気に関する基礎理論や機械の構造と力の伝わり方などの専門

知識を学習します。加えて、実験、実習、設計製図を通して、実践技術を身につけます。

さらに、最近では自動化が進み、機械工学の内容は、電気・電子や情報工学の分野とも深い関わり

を持つようになってきました。本学科ではそれらに対応するために、上記の機械系科目を基本に、情

報処理や を学習し、実験のデータ処理や解析、設計製図の能率化に役立てます。さらに、マイ

コン制御、メカトロニクスなどの電気系、制御系科目の基礎も学習し、幅広い知識を身につけます。

年生の卒業研究では教員とのマン・ツー・マンのふれあいにより、豊かな人間性の形成と技術に

関する総合的判断力、創造性、応用力、研究及び調査の立案や発表能力を養います。工業界のあらゆ

る分野で活躍できる教養豊かな機械技術者の育成を目指しています。



教 育 課 程

教員及び専門分野

氏 名 職 名 学 位 等 専 門 分 野

白 野 啓 一 教 授 工 学 修 士 流体工学

本 橋 元 教 授 博 士（工学） 自然エネルギー

竹 村 学 准 教 授 工 学 修 士 システム計画学

五十嵐 幸 准 教 授 工 学 修 士 材料工学

田 中 浩 准 教 授 博 士（工学） 加 工 学

増 山 知 也 准 教 授 博 士（工学） 機械要素設計

佐々木 裕 之 准 教 授 修 士（工学） ロボット工学

氏 名 職 名 学 位 等 専 門 分 野

区分
授 業 科 目 単位数

学年別履修単位数

年 年 年 年 年

必

修

科

目

情報処理
応 用 数 学
応 用 物 理
材 料 化 学
材料力学 ，
材 料 学 ，
工 業 力 学
機械力学 ，
機械要素設計
機械工作法
精 密 加 工 学
熱 力 学
熱 力 学 演 習
水 力 学
水 力 学 演 習
機 構 学
マイコン制御
電気基礎 ，
制 御 工 学
数 値 解 析
メカトロニクス
電 子 回 路
工 業 英 語
機械工学実験
機械工学実習
卒 業 研 究
基 礎 製 図
機 械 製 図
製図・製作実習
機械設計製図
創 造 実 習
機械工学ゼミ

履 修 単 位 数

区分
授 業 科 目 単位数

学年別履修単位数

年 年 年 年 年

必

修

科

目

履 修 単 位 数



非常勤講師

設 備

室 名 主 な 設 備

実 習 工 場

立形マシニングセンタ、普通旋盤、立フライス盤、横フライス盤、ホブ盤、歯車形削

盤、ラジアルボール盤、卓上ボール盤、平面研削盤、工具研削盤、精密定盤、可傾式

ルツボ炉、造型機、電気溶接機、ガス溶接機、コンターマシン、直流定電圧定電流電

源、オシロスコープ、ファンクションジェネレータ

新エネルギー研究室
風洞実験装置、三分力計、ベッツ型微気圧計、熱線風速計、各種トルクメータ、振動

実験装置、超音波風速計

流体工学研究室 水力実験装置、吹出し式風洞、熱線風速計、レーザー変位計

熱流体工学研究室
ディーゼルエンジン実験装置、熱量計、燃焼排ガス分析計、ディジタル記録計、デー

タロガー、温湿度計測器

機械材料研究室

万能金属顕微鏡、焼入用電気炉、硬度計、超耐熱材料作製システム（放電プラズマ焼

結機）、自動乳鉢、手動式ミニプレス、自動研磨装置、真空乾燥システム、実験用

遊星回転ポットミル、イメージファーネス、簡易型グローブボックス、試料樹脂込め

装置

機械工作研究室
精密旋盤、高速旋盤、直立ボール盤、各種切削動力計、工具顕微鏡、万能投影器、オー

トコリメータ、空気マイクロメータ、電気マイクロメータ

設計工学研究室
シャルピー試験機、硬度計各種、精密万能試験機、油圧サーボ疲労試験機、はり実験

装置

数値解析研究室 画像データ変換装置

ロボメカ研究室 ディジタルオシロスコープ、各種トルクメーター

ロボメカ研究室 ディジタルオシロスコープ、直流安定化電源、自操型 介助型車椅子、 軸力覚センサ

トライボロジー研究室
レーザ変位計、ディジタルマイクロスコープ、マルチファンクションジェネレータ、

騒音計

電 子 顕 微 鏡 室 走査電子顕微鏡、三次元測定機、表面あらさ測定器

室 三次元造型機

室 名 主 な 設 備

実 習 工 場

新エネルギー研究室

流体工学研究室

熱流体工学研究室

機械材料研究室

機械工作研究室

設計工学研究室

数値解析研究室

ロボメカ研究室

ロボメカ研究室

トライボロジー研究室

電 子 顕 微 鏡 室

室

担 当 科 目 氏 名

工 業 英 語 児 玉 清 志

生 産 工 学 石 原 道 明

電 気 基 礎 福 士 正 幸

機械要素設計、機械設計製図 嶋 屋 誠

材 料 化 学 菅 原 晃

機械工学実験、機械工作法 後 藤 誠

担 当 科 目 氏 名

工 業 英 語

生 産 工 学

電 気 基 礎

機械要素設計、機械設計製図

材 料 化 学

機械工学実験、機械工作法

氏 名 職 名 学 位 等 専 門 分 野

矢 吹 益 久 准 教 授 博 士（工学） 真空工学

小野寺 良 二 助 教 博 士（工学） 計測制御

加 藤 康志郎 特 任 教 授 博 士（工学） トライボロジー

氏 名 職 名 学 位 等 専 門 分 野



高電圧試験装置 ネットワーク演習システム

電気電子工学科

電気電子工学科では、現代社会に欠くことのできない エレクトロニクス 、 情報・通信 、 電気

エネルギー の 分野を教育の柱とし、各分野のバランスのとれた学習で急激に発展する産業界で活

躍できる創造性豊かな総合電気電子技術者の養成を目指しています。

具体的には、家庭の各種電化製品の便利な機能と深く関わるエレクトロニクスやマイクロコンピュー

タの活用、コンピュータによる情報処理と やインターネットなどと密接に関係する情報通信、そ

れにこれらの電気電子機器やコンピュータから新幹線まであらゆるところで不可欠な電気エネルギー

の発生等、電気電子の基礎から応用までをアナログ、ディジタル両面から学習することができます。

またコンピュータに関係しては、 年生から 年生まで満遍なくプログラミングや情報処理につい

て演習中心に学び、高学年では ーラーニング教材による 教育も取り入れ、ハードウェアからネ

ットワークシステムに関するソフトウェアまでを学習してマルチメディアに対応できる基礎を身に付

けることができます。

他方高学年で、必要な科目を選択して修得しさらに定められた実務経験によって第 種電気主任技

術者の資格認定を受けることができます。

教室での授業以外にインターンシップ（工場実習）や工場見学で実社会の見聞を広め、卒業研究

では教員が学生一人一人に対し、研究テーマの選定、研究の進め方、論文のまとめ方、プレゼンテー

ションの仕方等の指導を行っており、自分で計画・立案・実行できる技術者が育つ環境が整っており

ます。

“ ”，
“ ”， “ ”．



教 育 課 程

教員及び専門分野

区分
授 業 科 目 単位数

学年別履修単位数

年 年 年 年 年

必

修

科

目

情 報 処 理
プログラミング演習
応 用 数 学
応 用 物 理
電 気 磁 気 学
電気磁気学演習
電気電子基礎
電 気 回 路
電気回路演習
電気電子材料
電 気 機 器
発 変 電 工 学
通 信 工 学
情 報 通 信
計 算 機 工 学
制 御 工 学
電 子 工 学
電 子 回 路
電子回路演習
ディジタル回路
電気電子計測
工 業 英 語
機械工学概論
電気電子工学実験 実習
卒 業 研 究
電気電子製図
創 造 実 習
電気電子工学ゼミ
履修単位数小計

必

修

選

択

料

目

ディジタル信号処理
高 電 圧 工 学
光 応 用 工 学
電 気 機 器
ネットワーク演習
パワーエレクトロニクス
ソフトウェア工学
電気法規及び電気施設管理
ネットワークシステム
送 配 電 工 学
電子回路設計
電気機器設計
マイクロコンピュータ
電 気 応 用
履修単位数小計
履 修 単 位 数 合 計

区分
授 業 科 目 単位数

学年別履修単位数

年 年 年 年 年

必

修

科

目

情 報 処 理
プログラミング演習
応 用 数 学
応 用 物 理
電 気 磁 気 学
電気磁気学演習
電気電子基礎
電 気 回 路
電気回路演習
電気電子材料
電 気 機 器
発 変 電 工 学
通 信 工 学
情 報 通 信
計 算 機 工 学
制 御 工 学
電 子 工 学
電 子 回 路
電子回路演習
ディジタル回路
電気電子計測
工 業 英 語
機械工学概論
電気電子工学実験 実習
卒 業 研 究
電気電子製図
創 造 実 習
電気電子工学ゼミ
履修単位数小計

必

修

選

択

料

目

ディジタル信号処理
高 電 圧 工 学
光 応 用 工 学
電 気 機 器
ネットワーク演習
パワーエレクトロニクス
ソフトウェア工学
電気法規及び電気施設管理
ネットワークシステム
送 配 電 工 学
電子回路設計
電気機器設計
マイクロコンピュータ
電 気 応 用
履修単位数小計
履 修 単 位 数 合 計

氏 名 職 名 学 位 等 専 門 分 野

佐 藤 秀 昭 教 授 工 学 修 士 電気応用、交流理論

江 口 宇三郎 教 授 博 士（工学） 光計測工学

内 山 潔 教 授 博 士（工学） 電気電子材料

神 田 和 也 教 授 博 士（工学） センサ工学

氏 名 職 名 学 位 等 専 門 分 野



非常勤講師

設 備

氏 名 職 名 学 位 等 専 門 分 野

（兼）吉 木 宏 之 教 授 理 学 博 士 プラズマ理工学、原子核理論

佐 藤 淳 教 授 博 士（工学） 計算機工学

保 科 紳一郎 准 教 授 博 士（工学） 電波工学

武 市 義 弘 准 教 授 博 士（工学） ディジタル信号処理

宝 賀 剛 准 教 授 博 士（工学） 電気物性

加 藤 健太郎 准 教 授 博 士（工学） 計算機工学

森 谷 克 彦 助 教 博 士（工学） 電子物性

氏 名 職 名 学 位 等 専 門 分 野

担 当 科 目 氏 名

高電圧工学 土 田 重 征

計算機工学 福 士 正 幸

電気電子製図 嶋 屋 誠

工 業 英 語 斉 藤 み ゑ

情報処理 佐 藤 誉 範

担 当 科 目 氏 名

高電圧工学

計算機工学

電気電子製図

工 業 英 語

情報処理

室 名 主 な 設 備

教 育 シ ス テ ム
サーバ、 ワークステーション、マルチメディア対応パーソナルコン

ピュータ 台、ネットワークトレーニングシステム一式

電 気 計 測 系
オシロスコープ、 レコーダー、ホイートストンブリッジ（各種ブリッジ）、電位差計（直流、
交流）、超低周波発振器、ディジタルマルチメータ、精密定電流電源、ロジックアナライザ、
スペクトラムアナライザ、騒音計

電 気 機 器 系
各種直流電動機、直流発電機、単相および三相誘導電動機、変圧器、三相同期発電機、電気動力
計、シリコン整流装置、インバータ、サイリスタ実験装置、

電 力 工 学 系
衝撃電圧発生装置、 交流電圧発生装置、 直流電圧発生装置、コロナ測定

器

電 気 応 用 系
超電導特性測定装置、真空蒸着装置、超高真空スパッタ成膜装置、静電気測定装置、表面温度計、
超音波発生装置、高周波電力計、電子式恒温槽、精密温度制御電気炉、 メータ、電位計、
温湿度計、電子式積算電力計

自 動 制 御 系
計算機支援型計測自動制御装置開発システム（ワークステーション、ダイナミックシグナルアナ
ライザ、画像処理装置）、エンジニアリング・ワークステーション、 レーザー、ディジタ
ルマルチ温度計、温度制御実験装置、シーケンス制御実験装置、サイリスタ電力調整器

照 明 工 学 系 球形光束計、輝度計、照度計、 レーザー、ホログラフィ実験装置

電 子 工 学 系
標準信号発生器、広帯域信号発生器、パルス発生器、トランジスターカーブトレーサ、オシロス
コープ、 レコーダ、ディジタル回路実験装置、ロジックアナライザ、ディジタルワットメー
タ、ビデオカメラ

通 信 工 学 系
広帯域発振器、ステレオプリメインアンプ、検波増幅器、選択増幅器、フリケンシーカウンタ、
メーター、歪率計、高周波インピーダンスブリッジ、オシロスコープ、高周波電流計、

カセットデッキ、コンパクトディスクプレーヤ

そ の 他 パーソナルコンピュータ、シーケンサ

室 名 主 な 設 備

教 育 シ ス テ ム

電 気 計 測 系

電 気 機 器 系

電 力 工 学 系

電 気 応 用 系

自 動 制 御 系

照 明 工 学 系

電 子 工 学 系

通 信 工 学 系

そ の 他



自律型知能アームロボット コンピュータ演習室

制御情報工学科

電子技術，機械技術およびコンピュータ技術が融合した メカトロニクス 技術は、高度な工業技

術を象徴する精密な複合技術であり、家電製品、自動車といった生活に密着したものから、工場の生

産設備、さらに交通、建設、医療、農業、漁業などに至るまで、きわめて広範囲に応用されています。

制御情報工学科は、このようなメカトロニクスの発展に対応し、電子技術、機械技術、情報処理（コ

ンピュータ利用）技術および制御技術を統合した広い技術分野に携わる実践的技術者の育成を目的と

して、平成 年に設置されました。

本学科では、電気・電子工学、機械工学、プログラミング言語・情報技術などの基礎科目に加えて、

ロボットに代表される自動機器の開発、設計に必要な制御工学、電子計測、マイコン制御などを体系

的に修得します。また、実験、実習、ゼミを通じて理論の裏付けを行いながら、各分野（電気電子系、

機械系、情報系）間の有機的なつながりを十分に時間をかけて学びます。さらに最終学年では、個別

指導のもとに卒業研究を行い、総合的な応用力の向上を図ります。また、在学中に情報処理技術者試

験、英語検定試験などの国家試験にチャレンジできる力を養います。



教 育 課 程

教員及び専門分野

区分
授 業 科 目 単位数

学年別履修単位数

年 年 年 年 年

必

修

科

目

プログラミング言語
ソフトウエア工学
実践情報処理
応 用 数 学
応 用 物 理
情 報 処 理
信 号 処 理
情報ネットワーク
デ ー タ 構 造
アルゴリズム入門
ハードウエア概論
プログラミング演習
材 料 力 学
機 械 運 動 学
数 値 解 析
水 力 学
熱 力 学
電 気 工 学
マイクロコンピュータ
論 理 回 路
電 子 回 路
電子デバイス工学
電気工学演習
制 御 工 学
制 御 工 学
計 測 工 学
システム制御
ロボット工学
工 業 英 語
制御情報工学実験 実習

卒 業 研 究
機械・電気製図
創造工学ゼミ
創 造 実 習

履 修 単 位 数

区分
授 業 科 目 単位数

学年別履修単位数

年 年 年 年 年

必

修

科

目

プログラミング言語
ソフトウエア工学
実践情報処理
応 用 数 学
応 用 物 理
情 報 処 理
信 号 処 理
情報ネットワーク
デ ー タ 構 造
アルゴリズム入門
ハードウエア概論
プログラミング演習
材 料 力 学
機 械 運 動 学
数 値 解 析
水 力 学
熱 力 学
電 気 工 学
マイクロコンピュータ
論 理 回 路
電 子 回 路
電子デバイス工学
電気工学演習
制 御 工 学
制 御 工 学
計 測 工 学
システム制御
ロボット工学
工 業 英 語
制御情報工学実験 実習

卒 業 研 究
機械・電気製図
創造工学ゼミ
創 造 実 習

履 修 単 位 数

氏 名 職 名 学 位 等 専 門 分 野

宮 孝 雄 教 授 博 士（工学） 光応用計測、計測工学一般

佐 藤 義 重 教 授 博 士（工学） 制御工学、ロボット工学

本 憲 作 教 授 博 士（工学） 制御工学、音響工学

吉 住 圭 市 教 授 理 学 士 情報科学

安 齋 弘 樹 准 教 授 博 士（工学） 計算電磁気学

三 村 泰 成 准 教 授 博士（環境学） 計算力学

渡 部 誠 二 准 教 授 博 士（工学） ディジタル信号処理

氏 名 職 名 学 位 等 専 門 分 野



非常勤講師

設 備

区 分 主 な 設 備

電 気 ・ 電 子 系

ホイーストンブリッジ、ユニバーサルブリッジ、インピーダンスアナライザ、オシロ

スコープ、ユニバーサルカウンタ、ディジタルマルチメータ、プログラマブル直流電

圧電流発生器、任意波形発生器、パルス回路実験装置、シンクロスコープ、直流安定

化電源、電磁波回路測定システム、ネットワークアナライザ

計 測 制 御 系

アームロボット、産業用アームロボット、倒立振子実験装置、自動制御シミュレータ、

フィードバック制御実験装置、ディジタルオシロスコープ、 レーザ、スペクト

ラムアナライザ、音響インテンシティ計測装置、精密騒音計、振動計、渦電流センサ、

レーザ

情 報 処 理 系
パソコン 台、画像処理装置、 プロッタ、 レコーダ、イメージスキャナ、

カラープリンタ、並列疎結合計算機、各研究室単位で最新パソコン装備

機 械 制 御 系

精密万能試験機、画像処理装置、はりの曲げ実験装置、風洞実験装置、ベッツ型微気

圧計、各種トルクメータ、ディジタルデータレコーダ、熱線流速計、ディジタルオシ

ロスコープ、直流安定化電源、スペクトラムアナライザ、オシロスコープ、ファンク

ションジェネレータ

メカトロ演習室
トレーニング マイクロコンピュータとノートパソコン各 台、ディジタル回路実

験装置 台、各種サーボモータ実験装置 式、ロボット学習システム

情報処理演習室

ハードウエア

パソコン（富士通製 ） 台、

インチ カラーモニタ 台、 版対応ページプリンタ 台、無線 、

イーサネット変換メディアコンバータ 台

ソフトウエア

基本ソフトウエア（ ） 、 、

、処理言語（ ）

区 分 主 な 設 備

電 気 ・ 電 子 系

計 測 制 御 系

情 報 処 理 系

機 械 制 御 系

メカトロ演習室

情報処理演習室

担 当 科 目 氏 名

工業英語 児 玉 清 志

工業英語 斎 藤 み ゑ

機械・電気製図
土 田 重 征
後 藤 誠

制御情報実験・実習 大久保 準一郎

水力学、熱力学 丹 省 一

担 当 科 目 氏 名

工業英語

工業英語

機械・電気製図

制御情報実験・実習

水力学、熱力学

氏 名 職 名 学 位 専 門 分 野

宍 戸 道 明 准 教 授 博士（工学）
技術士 工学

西 山 勝 彦 助 教 博 士（工学） ナノ・バイオプロセスシュミレーション工学

内 海 哲 史 助 教 博士（情報科学） コンピュータネットワーク

氏 名 職 名 学 位 専 門 分 野



物質工学科棟

物 質 工 学 科

これまで化学工業は、エネルギー（石油、石炭等）を多量に消費することにより、我々の生活に欠

くことのできないプラスチック、繊維、ゴム、医薬品、農薬などの化学製品を作ってきました。しか

しこれらの製品もこれからは、体積の数百倍もの水を吸収する吸水性樹脂（紙オムツ等に使用）、温

度差によって色が変化する樹脂（スキーウエア等に使用）、常温で電気抵抗がゼロになるセラミック

（リニアモーターカー等に使用）等のような高機能性を持つ物質にすることが求められています。さ

らに地球の温暖化や環境汚染を防ぐために、生物の行っている反応を化学工業に取り入れることによ

り、地球に優しい化学工業とすることができると考えられます。

そこで 物質工学科 では 世紀の化学技術の基礎は材料化学とバイオテクノロジーであると考え、

これらの基礎を学び新しい技術に対応できる技術者を養成することを目的としています。そのために、

新素材の開発、生産についての技術を学ぶ物質コースとバイオテクノロジーに関する基礎応用技術を

学ぶ生物コースの コース制を取り、 年次でそれぞれの適性と希望により選択できるようになって

います。さらに実験実習に重点をおき、特に卒業研究は 人 テーマのもと教員 人が 名の学

生を指導する少人数教育を行い、化学技術者として必要な知識、センスを学ぶことができます。

“ ”



教 育 課 程

区分 授 業 科 目 単位数

学年別履修単位数

年 年 年 年 年

必

修

科

目

情 報 処 理
情報処理演習
計 算 機 実 習
応 用 数 学
応 用 物 理
物質工学概論
物質工学特別講義
基礎化学演習
物 理 化 学
分 析 化 学
機 器 分 析
無 機 化 学
有 機 化 学
生 物 化 学
基 礎 生 物 学
計 測 制 御
環境とエネルギー
工 業 英 語
機械工学概論
電気工学概論
材 料 化 学
化 学 工 学
工業化学特論
工業化学特論
物質化学実験
物質工学基礎研究
物質工学演習
卒 業 研 究
創 造 実 習
物質工学ゼミ
外国語雑誌会

履 修 単 位 数 小 計

物
質
コ
ー
ス

電 気 化 学
無機材料化学
有 機 電 子 論
反 応 工 学
材料工学実験

生
物
コ
ー
ス

生物工学基礎
生物物理化学
バイオテクノロジー
分 子 生 物 学
生物工学実験

履 修 単 位 数 小 計

必
修
選
択
科
目

錯体有機金属
有機材料化学

半 導 体 工 学
薬 学 概 論

（ ） （ ）

履 修 単 位 数 小 計 以上 （ ） 以上

履 修 単 位 数 合 計 以上 以上 以上

生物工学実験

履 修 単 位 数 小 計

錯体有機金属
有機材料化学

区分 授 業 科 目 単位数

学年別履修単位数

年 年 年 年 年

必

修

科

目

情 報 処 理
情報処理演習
計 算 機 実 習
応 用 数 学
応 用 物 理
物質工学概論
物質工学特別講義
基礎化学演習
物 理 化 学
分 析 化 学
機 器 分 析
無 機 化 学
有 機 化 学
生 物 化 学
基 礎 生 物 学
計 測 制 御
環境とエネルギー
工 業 英 語
機械工学概論
電気工学概論
材 料 化 学
化 学 工 学
工業化学特論
工業化学特論
物質化学実験
物質工学基礎研究
物質工学演習
卒 業 研 究
創 造 実 習
物質工学ゼミ
外国語雑誌会

履 修 単 位 数 小 計

物
質
コ
ー
ス

電 気 化 学
無機材料化学
有 機 電 子 論
反 応 工 学
材料工学実験

生
物
コ
ー
ス

生物工学基礎
生物物理化学
バイオテクノロジー
分 子 生 物 学
生物工学実験

履 修 単 位 数 小 計

必
修
選
択
科
目

錯体有機金属
有機材料化学

半 導 体 工 学
薬 学 概 論

履 修 単 位 数 小 計

履 修 単 位 数 合 計



教員及び専門分野

非常勤講師

氏 名 職 名 学 位 等 専 門 分 野

清 野 惠 一 教 授 工 学 士 化学工学

粟 野 幸 雄 教 授 理 学 士 無機化学

飯 島 政 雄 教 授 博 士（工学） 生物有機化学

佐 藤 貴 哉 教 授 博 士（工学） 機能高分子化学、材料化学

川 透 教 授 理 学 博 士 有機化学、有機光化学

戸 嶋 茂 郎 准 教 授 工 学 博 士 電気化学

佐 藤 司 准 教 授 博 士（工学） 高分子化学

南 淳 准 教 授 博 士（理学） 植物細胞分子生理学

阿 部 達 雄 助 教 博 士（工学） 環境化学、生物化学、分析化学

森 永 隆 志 助 教 博 士（工学） 有機無機複合材料化学

三 上 貴 司 助 教 博 士（工学） 化学工学

竹 田 真 敏 特 任 教 授 理 学 博 士 分子生物学、生物化学

氏 名 職 名 学 位 等 専 門 分 野

担 当 科 目 氏 名

分 子 生 物 学 笹 沼 恒 男

有 機 電 子 論 菅 原 晃

地 球 環 境 科 学 小 谷 卓

情 報 処 理 鈴 木 徹

電 気 工 学 概 論 土 田 重 征

バイオテクノロジー 貫 名 学

薬 学 概 論 伏 谷 眞 二

生物資源利用化学 萩 原 久 大

担 当 科 目 氏 名

分 子 生 物 学

有 機 電 子 論

地 球 環 境 科 学

情 報 処 理

電 気 工 学 概 論

バイオテクノロジー

薬 学 概 論

生物資源利用化学



設 備

区 分 主 な 設 備

分

析

装

置

分 光 分 析

（高周波誘導結合プラズマ）発光分析装置、ダブルビーム分光光度計、原子吸光

光度計、 （円二色性）分散計、 （フーリエ変換赤外分光分析）装置、〔反射

透過両用顕微鏡付〕、ストップドフロー装置、化学発光 蛍光画像解析装置

電磁気分析
超伝導 （核磁気共鳴）装置、 （ 線光電子分光分析装置）、 （

線回折装置）

電 気 分 析 周波数応答解析装置、走査型電気化学顕微鏡、交流インピーダンス測定装置

分 離 分 析
（ガスクロマト質量分析）装置、高速液体クロマトグラフ、イオンクロマト

グラフ、ガスクロマトグラフ、 （ゲル透過クロマトグラフ）

その他の分析

示差走査熱天秤装置〔 ， 〕、 熱機械分析装置、走査型電子顕微鏡、

レーザー回折式粒度分布測定装置、比表面積測定装置、原子間力顕微鏡、 シー

ケンサー、フローサイトメーター、リアルタイム 装置、材料試験機、蛍光顕微鏡

製
造
装
置
な
ど

化学工学系 遊星回転ミル、凍結乾燥装置、高速遠心機

生物工学系
超低温フリーザー、エアインキュベーター、低温インキュベーター、超音波ホモジナ

イザー

区 分 主 な 設 備

分

析

装

置

分 光 分 析

電磁気分析

電 気 分 析

分 離 分 析

その他の分析

製
造
装
置
な
ど

化学工学系

生物工学系

超伝導 装置 シーケンサー

レーザー回折式粒度分布測定装置



共通選択科目

印は一般科目、それ以外は専門科目である。

履 修 単 位 数

区分
授 業 科 目 単位数

学年別履修単位数

備 考
年 年 年 年 年

共

通

選

択

科

目

デ ィ ジ タ ル 制 御 シ ス テ ム

医 療 福 祉 機 器 工 学

数 理 科 学

生 産 工 学

エ コ ロ ジ ー 概 論

国 際 政 治

地 球 環 境 科 学

音 と 福 祉 工 学

英 語 表 現 法

電 子 デ バ イ ス

エ ネ ル ギ ー 変 換 工 学

地 理 学

履 修 単 位 数

区分
授 業 科 目 単位数

学年別履修単位数

備 考
年 年 年 年 年

共

通

選

択

科

目

デ ィ ジ タ ル 制 御 シ ス テ ム

医 療 福 祉 機 器 工 学

数 理 科 学

生 産 工 学

エ コ ロ ジ ー 概 論

国 際 政 治

地 球 環 境 科 学

音 と 福 祉 工 学

英 語 表 現 法

電 子 デ バ イ ス

エ ネ ル ギ ー 変 換 工 学

地 理 学

履 修 単 位 数

以上 以上

学 科 年 年 年 年 年

機 械 工 学 科

電 気 電 子 工 学 科

制 御 情 報 工 学 科

物 質 工 学 科



．専 攻 科 ．．専 攻 科

近年産業界から、より高い情報活用能力を持ち、新しい技術開発に積極的に取り組む開発型技術者の養
成が強く求められるようになり、更に地元自治体や企業からは、地域の技術革新に貢献できる創造性にあ
ふれた実践的な開発型技術者の養成が強く求められるようになりました。これらの要請に応えるべく本校
では、これまでの 年間一貫教育を基礎とし、より高度な専門教育・研究を行う専攻科を平成 年 月に
設置しました。
専攻科は機械電気システム工学専攻と物質工学専攻の 専攻よりなり、専攻科で所定の単位を修得し、
大学評価・学位授与機構の審査に合格しますと、大学工学部卒と同等の学士（工学）の学位を取得できます。
また、専攻科の教育内容は、平成 年 月より （日本技術者教育認定機構）認定教育プログラム
となっています。専攻科を修了した学生は大学院に進学できます。

特 色
創造性豊かな開発能力の養成
専攻科研究、創造工学演習、創造実習 を通じて創造性を養い、学会等での発表を必修にすることに

よりコミュニケーションスキルを高めます。
より実践的な技術力の養成
専攻科実験において、より実用性の高いテーマを設定すると共に、地元企業を中心にインターンシッ

プを取り入れることにより実践力を養います。
技術の高度化、及び人間性豊かな技術者の養成
総合技術論において、第 線の技術者、研究者、企業家から経験を通しての講義を受けることにより、
最新の技術を学びます。又、人間性あふれる技術者を養成するために、人文、社会科目を設けると共に、
倫理、安全、環境保全教育を行います。

， ，

（ ）

）

）

）

，

．

創
造
工
学
演
習
授
業
風
景

創
造
実
習

授
業
風
景



教 育 課 程

機械電気システム工学専攻

機械工学、電気工学及び制御情報工学の高度な専門知識の習得とこれらを応用したシステムの設計

や開発技術能力を持った実践的開発型技術者を養成します。

， ．

， ，

．

区分 授 業 科 目
開設単位数 学年別割当

担 当
必 修 選 択 年 年

専

攻

専

門

科

目

専 攻 科 研 究
専 攻 科 実 験
創造工学演習
インターンシップ
材料力学特論
材 料 設 計 学
塑 性 加 工 学
応 用 機 構 学
トライボロジー
流 体 機 械
制御工学特論
電磁気応用工学
レーザー応用計測
集積回路設計
伝送システム工学
信号処理特論
音 響 工 学
計算機システム
シミュレーション工学
光電子デバイス

渡部誠二 宝賀剛 小野寺良二
専攻科研究担当者
三 村 泰 成
五十嵐 幸
本 橋 元
本 橋 元
加 藤 康志郎
丹 省 一
佐 藤 義 重
保 科 紳一郎
江 口 宇三郎
佐 藤 淳
保 科 紳一郎
武 市 義 弘
本 憲 作

佐 藤 淳
西 山 勝 彦
神 田 和 也

専攻科研究担当者 非常勤
宍 戸 道 明
野々村 和 晃
茨 木 貴 徳
鈴 木 建 二
上 松 和 弘
吉 木 宏 之
渡 部 誠 二
三 村 泰 成
増 山 知 也
竹 村 学
宮 孝 雄
竹 田 真 敏
粟 野 幸 雄
内 山 潔
江口宇三郎 神田和也
小 谷 卓
佐 藤 貴 哉

主 濱 祐 二
田 邊 英一郎
山 内 清
澤 祥
大河内 邦 子

小 計

共

通

専

門

科

目

総 合 技 術 論
技 術 者 倫 理
応 用 解 析
応 用 代 数
物 理 学 特 論
デ ー タ 解 析
量 子 物 理
実践電気電子工学
応用コンピュータグラフィクス
設 計 工 学
システム計画学
センサー工学
生物機能材料
材 料 科 学
数 値 計 算
経 営 工 学
環 境 化 学
安 全 工 学

小 計

共
通
一
般
科
目

総合実践英語
総合実践英語
経 済 学
環境地理学特論
日 本 学 特 論

小 計

合 計

区分 授 業 科 目
開設単位数 学年別割当

担 当
必 修 選 択 年 年

専

攻

専

門

科

目

専 攻 科 研 究
専 攻 科 実 験
創造工学演習
インターンシップ
材料力学特論
材 料 設 計 学
塑 性 加 工 学
応 用 機 構 学
トライボロジー
流 体 機 械
制御工学特論
電磁気応用工学
レーザー応用計測
集積回路設計
伝送システム工学
信号処理特論
音 響 工 学
計算機システム
シミュレーション工学
光電子デバイス

小 計

共

通

専

門

科

目

総 合 技 術 論
技 術 者 倫 理
応 用 解 析
応 用 代 数
物 理 学 特 論
デ ー タ 解 析
量 子 物 理
実践電気電子工学
応用コンピュータグラフィクス
設 計 工 学
システム計画学
センサー工学
生物機能材料
材 料 科 学
数 値 計 算
経 営 工 学
環 境 化 学
安 全 工 学

小 計

共
通
一
般
科
目

総合実践英語
総合実践英語
経 済 学
環境地理学特論
日 本 学 特 論

小 計

合 計



教 育 課 程

物質工学専攻

物質工学及び生物工学の高度な専門知識の習得とこれらを基礎とし、基礎工学に関する知識を融合

して幅広い開発技術能力を持った実践的開発型技術者を養成します。

，

．

区分 授 業 科 目
開設単位数 学年別割当

担 当
必 修 選 択 年 年

専

攻

専

門

科

目

専 攻 科 研 究
専 攻 科 実 験
創 造 実 習
インターンシップ
反 応 速 度 論
構造有機化学
生物資源利用化学
有 機 光 化 学
工業分析化学
固体構造化学
応用電気化学
高分子材料化学
高分子合成化学
繊 維 工 学
ゲ ノ ム 工 学

瀬 川 透、他
専攻科研究担当者
飯 島 政 雄
瀬 川 透
萩 原 久 大
瀬 川 透
専攻科実験担当者
森 永 隆 志
戸 嶋 茂 郎
佐 藤 司
佐 藤 貴 哉
佐 藤 貴 哉
竹 田 真 敏

専攻科研究担当者 非常勤講師
宍 戸 道 明
野々村 和 晃
茨 木 貴 徳
鈴 木 建 二
上 松 和 弘
吉 木 宏 之
渡 部 誠 二
三 村 泰 成
増 山 知 也
竹 村 学
宮 孝 雄
竹 田 真 敏
粟 野 幸 雄
内 山 潔
江口宇三郎 神田和也
小 谷 卓
佐 藤 貴 哉

主 濱 祐 二
田 邊 英一郎
山 内 清
澤 祥
大河内 邦 子

小 計

共

通

専

門

科

目

総 合 技 術 論
技 術 者 倫 理
応 用 解 析
応 用 代 数
物 理 学 特 論
デ ー タ 解 析
量 子 物 理
実践電気電子工学
応用コンピュータグラフィクス
設 計 工 学
システム計画学
センサー工学
生物機能材料
材 料 科 学
数 値 計 算
経 営 工 学
環 境 化 学
安 全 工 学

小 計

共
通
一
般
科
目

総合実践英語
総合実践英語
経 済 学
環境地理学特論
日 本 学 特 論

小 計

合 計

区分 授 業 科 目
開設単位数 学年別割当

担 当
必 修 選 択 年 年

専

攻

専

門

科

目

専 攻 科 研 究
専 攻 科 実 験
創 造 実 習
インターンシップ
反 応 速 度 論
構造有機化学
生物資源利用化学
有 機 光 化 学
工業分析化学
固体構造化学
応用電気化学
高分子材料化学
高分子合成化学
繊 維 工 学
ゲ ノ ム 工 学

小 計

共

通

専

門

科

目

総 合 技 術 論
技 術 者 倫 理
応 用 解 析
応 用 代 数
物 理 学 特 論
デ ー タ 解 析
量 子 物 理
実践電気電子工学
応用コンピュータグラフィクス
設 計 工 学
システム計画学
センサー工学
生物機能材料
材 料 科 学
数 値 計 算
経 営 工 学
環 境 化 学
安 全 工 学

小 計

共
通
一
般
科
目

総合実践英語
総合実践英語
経 済 学
環境地理学特論
日 本 学 特 論

小 計

合 計



図 書 館 ．

蔵 書 数 （ ）
平成 年 月 日現在

利 用 状 況

保健管理センター ．

相談活動の内容

平成 年度

図 書 館

保健管理センター

図書館の構成は、 階の閲覧室、 ・ 階の書庫、 階の集密書庫から成っています。また一般開放も
行っています。

開館時間
平 日 時 分 時 分
土 曜 日 時 分 時 分
（ただし、学生の休業期間中は閉館）
閉 館 日
日曜日、祝祭日等、休業期間、学校行事日

区 分
分類

図書（冊数） 購入雑誌（種類数）

和書 洋書 合計 和文 欧文 合計
総 記

哲 学

歴 史
社会科学

自然科学

工 学

産 業
芸 術

語 学

文 学
合 計

区 分
分類

図書（冊数） 購入雑誌（種類数）

和書 洋書 合計 和文 欧文 合計
総 記

哲 学

歴 史
社会科学

自然科学

工 学

産 業
芸 術

語 学

文 学
合 計

開 館 日 数
日

学生貸出人数
人

学生貸出冊数
冊

学生 人平均
冊 人

入 館 者 数
人

入館者平均
人 日

開 館 日 数

学生貸出人数

学生貸出冊数

学生 人平均

入 館 者 数

入館者平均

保健室と相談室で構成され、保健室では学校保健計画、健康診断の実施、不測の疾病および傷害への対応

等健康管理に関することを業務とし、相談室においては学生、教職員の種々の悩みに対する相談や問題解決

を助けるための相談活動が、相談員によって行われています。

，

． ．

内 容 時 間 担 当

・学生の修学および進路ならびに学生生活全般に関す
ること。
・学生のメンタルヘルスに関すること。
・セクシャル・ハラスメントに関すること。
・相談業務の実施に必要な資料の作成および調査研究
に関すること。
・その他学生相談に必要な業務の実施に関すること。

平日 時 時

校外カウンセラー（臨床心理士）

水曜日 時 時

校内カウンセラー
（本校教員、職員、看護師）

（ ）

内 容 時 間 担 当

・学生の修学および進路ならびに学生生活全般に関す
ること。
・学生のメンタルヘルスに関すること。
・セクシャル・ハラスメントに関すること。
・相談業務の実施に必要な資料の作成および調査研究
に関すること。
・その他学生相談に必要な業務の実施に関すること。

（ ）



総合情報センター ．

クライアント
ハードウェア

教 室

ソフトウェア

サーバ

教育支援システム

総合情報センター

総合情報センターは本校の共通施設として運用されており、主に情報リテラシー教育やプログラミング等

の授業（実習）で使用しますが、その他の授業科目でも利用されます。また、昼休みや放課後等の授業で使

用していない時間は誰でも自由にインターネット接続や電子メールなどを使用することができます。

オペレーティングシステム

スイート

電子メール ＠

インターネットブラウザ

テキストエディタ 秀丸エディタ

タイピング

動画ビューワ

ビューワ

オペレーティングシステム

スイート

電子メール

インターネットブラウザ

テキストエディタ

タイピング

動画ビューワ

ビューワ

パソコン（ 社製 ） 台

ポストスクリプト対応ネットワーク・モノクロ
レーザープリンタ（ ） 台

版対応大型カラーインクジェットプリンタ
（ ） 台

リアル 対応フルカラー液晶プロジェクター
（ ） 台

パソコン（ 社製 ）

ポストスクリプト対応ネットワーク・モノクロ
レーザープリンタ（ ）
版対応大型カラーインクジェットプリンタ

（ ）
リアル 対応フルカラー液晶プロジェクター
（ ）

認証サーバ 台

起動用サーバ 台

ファイルサーバ 台

システム管理サーバ 台

認証サーバ

起動用サーバ

ファイルサーバ

システム管理サーバ

ウイルス・プロテクトサーバ 台

コンテンツフィルタリングサーバ 台

プロキシサーバ 台

ウイルス・プロテクトサーバ

コンテンツフィルタリングサーバ

プロキシサーバ

教員 学生間双方向画像転送システム

音響システム

教員 学生間双方向画像転送システム

音響システム

プログラミング環境

日本語版

グラフ描画ツール

画像処理

ダイアグラムエディタ

開発環境

ユーティリティ デラックス版

プログラミング環境

グラフ描画ツール

画像処理

ダイアグラムエディタ

開発環境

ユーティリティ



　　地域共同テクノセンターの役割
「 」

　　地域共同テクノセンターの活動

　12. 地域共同テクノセンター　　 12．Technology Center

　学術交流協定締結状況

Purpose
　“Acting as intermediary between our community and our college” This is the task of the Technology Center. Our college 
has 813 and 58 students in Faculty and in Advanced Engineering Course, respectively, with a staff  of 106 teaching and 
administrative members. It is appointed with educational and research equipments. We provide the community with both 
intellectual and material resources so that we can contribute to the industrial development of our community. Moreover, 
we serve as a liaison in order to make good use of various supports from the community for the improvement of our 
education and research. A current comes back to its source creating a ripple. We are a pipeline between our community 
and our college for the sake of prosperity of the both.

Cooperative Activities
　Activities in the Center are divided into four fields : research, exchange of academic information, coordination and 
technological education.
　As for research, we conduct joint and cooperative research with, and 
commissioned study by local self-governing bodies and companies, and 
cooperate in technological counseling and investigation.
　As for exchange of academic information, we sponsor forums, seminar 
and lectures in cooperation with companies and universities. Each staff 
member cooperates in exchange of academic information and bibliographical 
investigation in his own special fi eld of study.
　As for technological education, each of the staff  participates in open lectures 
and guidance seminars.

　産学官連携協力推進に係る協定締結状況

地域共同テクノセンター棟



　13. 教育研究技術支援センター　　 13．Technical Support Center

　14. 外部資金の受入状況　　 14．Acceptance of Externel Funds

　科学研究費補助金 Grant-in-Aid for Scientifi c Research

　外 部 資 金 External Funds

　Technical Support Center is an organization established on January 1, 2009, for the purpose of improvement on technical 
supporting system for education and research. The center consists of Director and technical experts and engages in the 
wide-ranging activities of educational and research support, such as technological cooperation for educational and research 
purpose, technical instruction in student's laboratory experiment and practical training, and regular maintenance of 
machinery equipment in the laboratories.

　The technical experts in the center have a high degree of expertise in their special fields, have had considerable 
practical experience in the fi elds, and thus have received great trust from our staff s and students.  In addition, since it is 
always required to develop expertise more in order to keep up with latest technological progress, our technical experts are 
actively trying to obtain technical qualifi cations and participating in research presentations at scientifi c conferences and 
research activities granted with other organizations.



学 生 ．

学生の定員及び現員
平成 年 月 日現在

志願者数 受験者数及び入学者数

通 学 風 景 生活指導の様子

（ ）内は女子で内数を示す。

（ ）

学 生

年度

学科

区分

年 度 年 度 年 度

機 械
工学科

電 気
電 子
工学科

制 御
情 報
工学科

物 質
工学科 合計 機 械

工学科

電 気
電 子
工学科

制 御
情 報
工学科

物 質
工学科 合計 機 械

工学科

電 気
電 子
工学科

制 御
情 報
工学科

物 質
工学科 合計

定 員

志願者

受験者

入学者

倍 率

年度

学科

区分

年 度 年 度 年 度

機 械
工学科

電 気
電 子
工学科

制 御
情 報
工学科

物 質
工学科 合計 機 械

工学科

電 気
電 子
工学科

制 御
情 報
工学科

物 質
工学科 合計 機 械

工学科

電 気
電 子
工学科

制 御
情 報
工学科

物 質
工学科 合計

定 員

志願者

受験者

入学者

倍 率

区 分
機 械 工 学 科 電気電子工学科 制御情報工学科 物 質 工 学 科 計

定 員 現 員 定 員 現 員 定 員 現 員 定 員 現 員 定 員 現 員

第 学年

第 学年

第 学年

第 学年

第 学年

計 （ ）

区 分
機 械 工 学 科 電気電子工学科 制御情報工学科 物 質 工 学 科 計

定 員 現 員 定 員 現 員 定 員 現 員 定 員 現 員 定 員 現 員

第 学年

第 学年

第 学年

第 学年

第 学年

計

区 分
機械電気システム工学専攻 物 質 工 学 専 攻 計

定 員 現 員 定 員 現 員 定 員 現 員

第 学年

第 学年

計

区 分
機械電気システム工学専攻 物 質 工 学 専 攻 計

定 員 現 員 定 員 現 員 定 員 現 員

第 学年

第 学年

計

専攻科

本科



出身学校別学生数

平成 年 月 日現在

専攻科生

市町村名 学校名
学 生 数

計
山 形 市 第 一

第 二
第 三
第 四
第 五
第 六
第 七
第 八
第 九
第 十
金 井
高 楯
山 寺
蔵王第一
蔵王第二
山大附属
日大山形

上 山 市 南
北

宮 川
天 童 市 第 一

第 二
第 三
第 四

東
村
山
郡

山辺町
山 辺
中

作 谷 沢
中山町 中 山

寒 河 江 市 陵 東
陵 南
陵 西

西
村
山
郡

河北町 河 北
西川町 西 川
朝日町 朝 日
大江町 大 江

村 山 市 楯 岡
葉 山

東 根 市 第 一
第 二
第 三
大 富
神 町

尾 花 沢 市 福 原
尾 花 沢
宮 沢
玉 野
常 盤

北
村
山
郡

大石田町 大 石 田
（大石田第一）

新 庄 市 新 庄
明 倫
日 新
萩 野
八 向

市町村名 学校名

山 形 市 第 一
第 二
第 三
第 四
第 五
第 六
第 七
第 八
第 九
第 十
金 井
高 楯
山 寺
蔵王第一
蔵王第二
山大附属
日大山形

上 山 市 南
北

宮 川
天 童 市 第 一

第 二
第 三
第 四

東
村
山
郡

山辺町
山 辺
中

作 谷 沢
中山町 中 山

寒 河 江 市 陵 東
陵 南
陵 西

西
村
山
郡

河北町 河 北
西川町 西 川
朝日町 朝 日
大江町 大 江

村 山 市 楯 岡
葉 山

東 根 市 第 一
第 二
第 三
大 富
神 町

尾 花 沢 市 福 原
尾 花 沢
宮 沢
玉 野
常 盤

北
村
山
郡

大石田町 大 石 田
（大石田第一）

新 庄 市 新 庄
明 倫
日 新
萩 野
八 向

市町村名 学校名
学 生 数

計

最

上

郡

金山町 金 山
最上町 最 上
舟形町 舟 形
真室川町 真 室 川

及 位
大蔵村 大 蔵
鮭川村 鮭 川
戸沢村 角 川

戸 沢
米 沢 市 第 一

第 二
第 三
第 四
第 五
第 六
第 七
南 原

南 陽 市 沖 郷
赤 湯
（中 川）
宮 内

東

置

賜

郡

高畠町 第 一
第 二
第 三
第 四

川西町 第 一
第 二
玉 庭

長 井 市 南
北

西

置

賜

郡

小国町 白 沼
叶 水
小 国
北 部

白鷹町 西
東

飯豊町 飯 豊
中 津 川

編 入 学 生 山形工高
寒河江工高

内 陸 地 区
小 計

市町村名 学校名

最

上

郡

金山町 金 山
最上町 最 上
舟形町 舟 形
真室川町 真 室 川

及 位
大蔵村 大 蔵
鮭川村 鮭 川
戸沢村 角 川

戸 沢
米 沢 市 第 一

第 二
第 三
第 四
第 五
第 六
第 七
南 原

南 陽 市 沖 郷
赤 湯
（中 川）
宮 内

東

置

賜

郡

高畠町 第 一
第 二
第 三
第 四

川西町 第 一
第 二
玉 庭

長 井 市 南
北

西

置

賜

郡

小国町 白 沼
叶 水
小 国
北 部

白鷹町 西
東

飯豊町 飯 豊
中 津 川

編 入 学 生 山形工高
寒河江工高

内 陸 地 区
小 計

市町村名 学校名
学 生 数

計
東
田
川
郡

庄内町 立 川
余 目

三川町 三 川

酒 田 市
第 一
第 二
第 三
第 四
第 五
第 六
平 田
鳥海八幡
（鳥 海）
（八 幡）
松 山
飛 鳥

飽海郡 遊佐町 遊 佐
編 入 学 生 鶴岡工高

酒田工高
庄 内 地 区
小 計

県 外

市町村名 学校名 計

青森県
弘前市 第 四
むつ市 田 名 部

宮城県 仙台市 松 陵
福
島
県

福島市 信 陵
いわき市 玉 川

新
潟
県

新潟市 南 浜
山北町 山 北

茨城県 稲敷市 江 戸 崎
栃木県 さくら市 氏 家
東京都 町田市 山 崎
神奈川県 横浜市 寺 尾
編 入 学 生 白石工高

福島西高
新発田南高

県 外 計

外国人留学生 モンゴル
インドネシア
ラ オ ス
マレ シア

外国人留学生計

合 計

市町村名 学校名

東
田
川
郡

庄内町 立 川
余 目

三川町 三 川

酒 田 市
第 一
第 二
第 三
第 四
第 五
第 六
平 田
鳥海八幡
（鳥 海）
（八 幡）
松 山
飛 鳥

飽海郡 遊佐町 遊 佐
編 入 学 生 鶴岡工高

酒田工高
庄 内 地 区
小 計

県 外

市町村名 学校名

青森県
弘前市 第 四
むつ市 田 名 部

宮城県 仙台市 松 陵
福
島
県

福島市 信 陵
いわき市 玉 川

新
潟
県

新潟市 南 浜
山北町 山 北

茨城県 稲敷市 江 戸 崎
栃木県 さくら市 氏 家
東京都 町田市 山 崎
神奈川県 横浜市 寺 尾
編 入 学 生 白石工高

福島西高
新発田南高

県 外 計

外国人留学生 モンゴル
インドネシア
ラ オ ス
マレ シア

外国人留学生計

合 計

出 身 学 校 名 計
鶴 岡 高 専
仙 台 高 専

合 計

出 身 学 校 名

合 計

市町村名 学校名
学 生 数

計
鶴 岡 市 鶴岡第一

鶴岡第二
鶴岡第三
鶴岡第四
鶴岡第五
豊 浦
藤 島
羽 黒
櫛 引
朝 日
温 海

市町村名 学校名

鶴 岡 市 鶴岡第一
鶴岡第二
鶴岡第三
鶴岡第四
鶴岡第五
豊 浦
藤 島
羽 黒
櫛 引
朝 日
温 海



出身地別学生数
平成 年 月 日現在

独立行政法人日本学生支援機構奨学生数
平成 年 月現在

県外 留学生

上記の学生数は、本科生のみである。

合計 人

区 分 年 年 年 年 年 専攻科 合計

人 数 未定

区 分 年 年 年 年 年 専攻科 合計

人 数 未定

マレーシア
モ ン ゴ ル
インドネシア
ラ オ ス

人
人
人
人

計 人

マレーシア
モ ン ゴ ル
インドネシア
ラ オ ス

計

日本学生支援機構新規の奨学生は未定

日本学生支援機構では奨学金の予約制度を行っています。この制度は、入学の前年度に採用候補者として決定

し、高専に進学後、第一種奨学生として採用するものです。

なお、 学年への編入生は予約制度を受ける事は出来ません。

真知社育英会奨学生は 名

新規の奨学生は真知社育英会以外は未定

青 森 県
宮 城 県
福 島 県
新 潟 県
茨 城 県
栃 木 県
東 京 都
神 奈 川 県

人
人
人
人
人
人
人
人

計 人

青 森 県
宮 城 県
福 島 県
新 潟 県
茨 城 県
栃 木 県
東 京 都
神 奈 川 県

計



．卒業後の進路 ．

就 職（第 回 第 回卒業生） （ ）

年度別就職・進学状況

．卒業後の進路

区 分
機 械 工 学 科 電気工学科 電気電子工学科 制御情報工学科 物 質 工 学 科 計

卒 業 者 数
就 職 者 数
求 人 数
求 人 倍 率

就

職

決

定

者

規

模

別

人以上の事業所
人の事業所

人未満の事業所
官 公 庁

計

産

業

別

鉱 業
建 設 業

製

造

業

食 料 品
繊 維 工 業
出版・印刷
化 学 工 業
石 油 製 品
鉄 鋼 業
非 鉄 金 属
金 属 製 品
一 般 機 械
電 気 機 械
輸送用機械
精 密 機 械
そ の 他

卸 売 ・ 小 売 業
金 融 ・ 保 険 業
運 輸 通 信 業
電気 ガス 水道業
サ ー ビ ス 業
官 公 庁

計

機 械 工 学 科 電気工学科 電気電子工学科 制御情報工学科 物 質 工 学 科 計

卒 業 者 数
就 職 者 数
求 人 数
求 人 倍 率

就

職

決

定

者

規

模

別
計

産

業

別

計

第 回
（平成 年度）

第 回
（平成 年度）

第 回
（平成 年度）

第 回
（平成 年度）

第 回
（平成 年度）

第 回
（平成 年度）

第 回
（平成 年度）

第 回
（平成 年度）

第 回
（平成 年度）

第 回
（平成 年度）

第 回
（平成 年度）

第 回
（平成 年度）

第 回
（平成 年度）

第 回
（平成 年度）

第 回
（平成 年度）

専 攻 科専 攻 科

第 回
（平成 年度）

第 回
（平成 年度）



最近 か年の就職先 （ ）

ゴシックは、県内就職した企業名です。

建 設 業

コーポレーション
富 士 電 機
川 田 工 業
山 形 空 調
日 本 コ ム シ ス
協 和 エ ク シ オ
大 明
三 建 設 備 工 業
日立アプライアンス

ハ イ テ ッ ク
東 北 発 電 工 業
日立ビルシステム
シ ン ワ 検 査
出光エンジニアリング
日 本 建 設 工 業
日 本 工 営
東 北 電 化 工 業
ライオンエンジニアリング
食 料 品
明 治 乳 業
森 永 乳 業
山 崎 製 パ ン
サントリープロダクツ
三 井 製 糖
で ん 六
繊 維 工 業
旭 化 成
東 レ
ユ ニ チ カ
ク ラ レ
松 岡
化 学 工 業
大阪有機化学工業
花 王
カ ネ カ
資 生 堂
住 友 化 学
中 外 製 薬 工 業
東 洋 イ ン キ 製 造
ト ー ア エ イ ヨ ー
東 和 薬 品
日 新 製 薬
日清紡績中央研究所
日 弘 ビ ッ ク ス
日 本 化 学 産 業
日 本 触 媒
水 澤 化 学 工 業
三井化学分析センター
三 菱 ガ ス 化 学
米沢浜理薬品工業
塩 野 義 製 薬
日 立 化 成 工 業
第一三共プロファーマ
コ ー セ ー
長 谷 川 香 料
ジ ッ ト
ツ ム ラ
サ ン ケ ミ カ ル
大 正 製 薬
東 燃 化 学
ラ イ オ ン
日 本 ゼ オ ン
デ ィ ッ プ ソ ー ル

建 設 業

食 料 品

繊 維 工 業

化 学 工 業

エ ー ス ジ ャ パ ン
関 西 ペ イ ン ト
東 北 東 ソ ー 化 学
龍 田 化 学
サ カ タ イ ン ク ス
チ ッ ソ 石 油 化 学

ダイセル化学工業
大 日 精 化 工 業
日 本 乳 化 剤
第一三共ケミカルファーマ
電気・ガス・水道

酒 田 共 同 火 力 発 電
中 部 電 力
東 京 電 力
東 北 電 力
日 本 原 子 力 発 電
石油製品・石炭製品
極 東 石 油 工 業
コ ス モ 石 油
東燃ゼネラル石油
富 士 石 油
国際石油開発帝石
鉄 鋼 業

山 陽 精 機
金 属 製 品

サ ニ ー 精 工
ク リ エ ス 精 機
東 洋 製 罐
大 和 製 罐
東 新 工 業
山 形 イ ハ ラ
非 鉄 金 属

米 沢 電 線
一 般 機 械 器 具

シ ン ク ロ ン
太 陽 機 械 製 作 所
山 形 カ シ オ
三 浦 工 業
森 精 機 製 作 所
ミ キ

テ ッ ク
マ ル マ テ ク ニ カ
三菱マテリアルテクノ
日 進 工 具
日 本 連 続 端 子
ニ イ ヅ マ ッ ク ス

前 川 製 作 所
日立住友重機械建機クレーン
椿 本 チ エ イ ン
斎 藤 農 機 製 作 所
山 形 航 空 電 子
ダ イ キ ン 工 業
電気機器機械器具

ア ル プ ス 電 気
オリエンタルモーター
京 セ ラ
スタンレー鶴岡製作所
ス タ ン レ ー 電 気
高砂電子機器製作所
東 北 パ イ オ ニ ア
ミ ツ ミ 電 機
ミツミ電機山形事業所
ルネサス山形セミコンダクタ

電気・ガス・水道

石油製品・石炭製品

鉄 鋼 業

金 属 製 品

非 鉄 金 属

一 般 機 械 器 具

電気機器機械器具

富 士 通
キヤノン コンポーネンツ
横河メディカルシステム

パ ナ ソ ニ ッ ク
パナ・アールアンドディ
ア ズ マ
ウ エ ノ
伊 藤 電 子 工 業
日 本 電 子
池 上 通 信 機
日立コンピュータ機器
山 武
ハムシステム庄内
日 立 国 際 電 気
出 版

凸 版 印 刷
朝日東京プリンテック
輸送用機械器具

アイ エイチ アイマリンユナイテッド
航空機整備成田

ティービーアール
本 田 技 研 工 業
マーレエンジンコンポーネンツジャパン
ヤマハ発動機販売
日 本 発 条
曙 ブ レ ー キ 工 業
日 産 自 動 車
セントラル自動車
日 本 飛 行 機
テ ー ピ 工 業
東 北 住 電 装
精 密 機 械 機 器

ア ラ イ ド テ ッ ク
キ ヤ ノ ン
仙 台 ニ コ ン
東 北 エ プ ソ ン
ニ シ カ ワ
山形クリエイティブ
シ チ ズ ン 時 計
東 北 リ コー
安 西 メ デ ィ カ ル
白 河 オ リ ン パ ス
コニカミノルタビジネスソリューションズ
キ ヤ ノ ン 電 子
プラスエンジニアリング
コ ー セ イ
卸 売 ・ 小 売

アルバックテクノ
ナ ブ コ シ ス テ ム
に し む ら
セ ー ブ
タイヨーインタナショナル
ド ン ・ キ ホ ー テ
運 輸 ・ 通 信

東 日 本 旅 客 道
西 武 鉄 道

テクニカルエンジニアリングサービス
そ の 他

田 中 貴 金 属 工 業
ヤ マ ト テ ッ ク
キ ッ ツ
日 本 た ば こ 産 業
高 研
ジ ェ イ ペ ッ ク
新日東電化協業組合

出 版

輸送用機械器具

精 密 機 械 機 器

卸 売 ・ 小 売

運 輸 ・ 通 信

そ の 他

ア リ オ ン テ ッ ク
タ マ ポ リ
サ ー ビ ス 業

オムロンフィールドエンジニアリング
庄内ユニカソリューション
綜警情報システム
綜 合 警 備 保 障
ソリトンシステムズ
タクトシステムズ
中 央 電 算
テ ク モ
デ ン ソ ー テ ク ノ
東 芝 エ レ ベ ー タ
ネットワークサービスアンドテクノロジーズ
三菱電機システムサービス
テ ク ノ 空 調
コスモエンジニアリング
エヌ ティ ティエムイー
日立エレクトリックシステムズ
ブ レ ン ス タ ッ フ
ソニーエンジニアリング
エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ
東 芝 サービス

メディアテクノロジー
富 士 通 エ フ サ ス
ティー・エス・ジー
日立産機システム
ス ト ロ ー ハ ッ ト
ト ガ シ ス
日立エンジニアリングアンドサービス
東京エレクトロニツクシステムズ
東 北 イ ー ト ッ プ
ムラテック
富士電機システムズ
安 藤 整 備 工 業
パナソニックシステムソリューションズジャパン
リンク情報システム

データフロンティア
横河レンタ・リース

情報システム
京セラコミュニケーションシステム
アイ・アール・アイコマース テクノロジ
テ コ ム
ビ ッ ツ
イ ク ス
応 用 医 学 研 究 所
ヒューマン・メタボローム・テクノロジーズ
テ ス コ
富士通ネットワークソリューションズ
東京エレクトロン

ファシリティーズ東北
富士通アドバンストソリューションズ
東 北電気保安協会

テクノロジーズ
日立情報制御ソリューションズ
横河フィールドエンジアリングサービス
山 形 東 亜
ア バ ー ル デ ー タ
アルファシステムズ
リコーテクノシステムズ
フォーラムエンジアリング
公 務

山 形 県

サ ー ビ ス 業

公 務



進学（編入学）

進学先一覧

就職・進学資料室

本科卒業後さらに学問追求を希望する場合は、大学の 年に編入学することができます。 以上の

国立大学で受け入れており、複数の国立大学の編入学試験を受ける機会があるだけでなく、在学中の

成績により多くの場合に推薦入学ができます。

大 学 名 第 回卒業生
（平成 年度）

第 回卒業生
（平成 年度）

第 回卒業生
（平成 年度） 左記以前の進学先

長岡技術科学大学 人 人 人
北 海 道 大 学

弘 前 大 学

北 見 工 業 大 学

茨 城 大 学

東 京 工 業 大 学

富 山 大 学

金 沢 大 学

山 梨 大 学

信 州 大 学

岐 阜 大 学

名 古 屋 大 学

名 古 屋 工 業 大 学

三 重 大 学

大 阪 大 学

岡 山 大 学

香 川 大 学

九 州 工 業 大 学

琉 球 大 学

大 阪 府 立 大 学

米子工業高等専門学校専攻科

日 本 大 学

東 海 大 学

東 京 情 報 大 学

神 奈 川 大 学

八 戸 工 業 大 学

新 潟 工 科 大 学

足 利 工 業 大 学

埼 玉 工 業 大 学

金 沢 工 業 大 学

高 知 工 科 大 学

豊橋技術科学大学
室 蘭 工 業 大 学
東 北 大 学
岩 手 大 学
秋 田 大 学
山 形 大 学
筑 波 大 学
宇 都 宮 大 学
群 馬 大 学
千 葉 大 学
東 京 大 学
東 京 海 洋 大 学
東 京 農 工 大 学
電 気 通 信 大 学
新 潟 大 学
福 井 大 学
広 島 大 学
宮 崎 大 学
会 津 大 学
鶴岡工業高等専門学校専攻科
函館工業高等専門学校専攻科
仙台高等専門学校専攻科
富山高等専門学校専攻科
東北芸術工科大学
文 教 大 学
新 潟 経 営 大 学
山形県立産業技術短期大学校
中京女子大学短期大学部
日 本 工 学 院
仙台大原簿記公務員専門学校
尚美ミュージックカレッジ専門学校

計

大 学 名 第 回卒業生
（平成 年度）

第 回卒業生
（平成 年度）

第 回卒業生
（平成 年度） 左記以前の進学先

長岡技術科学大学
北 海 道 大 学

弘 前 大 学

北 見 工 業 大 学

茨 城 大 学

東 京 工 業 大 学

富 山 大 学

金 沢 大 学

山 梨 大 学

信 州 大 学

岐 阜 大 学

名 古 屋 大 学

名 古 屋 工 業 大 学

三 重 大 学

大 阪 大 学

岡 山 大 学

香 川 大 学

九 州 工 業 大 学

琉 球 大 学

大 阪 府 立 大 学

米子工業高等専門学校専攻科

日 本 大 学

東 海 大 学

東 京 情 報 大 学

神 奈 川 大 学

八 戸 工 業 大 学

新 潟 工 科 大 学

足 利 工 業 大 学

埼 玉 工 業 大 学

金 沢 工 業 大 学

高 知 工 科 大 学

豊橋技術科学大学
室 蘭 工 業 大 学
東 北 大 学
岩 手 大 学
秋 田 大 学
山 形 大 学
筑 波 大 学
宇 都 宮 大 学
群 馬 大 学
千 葉 大 学
東 京 大 学
東 京 海 洋 大 学
東 京 農 工 大 学
電 気 通 信 大 学
新 潟 大 学
福 井 大 学
広 島 大 学
宮 崎 大 学
会 津 大 学
鶴岡工業高等専門学校専攻科
函館工業高等専門学校専攻科
仙台高等専門学校専攻科
富山高等専門学校専攻科
東北芸術工科大学
文 教 大 学
新 潟 経 営 大 学
山形県立産業技術短期大学校
中京女子大学短期大学部
日 本 工 学 院
仙台大原簿記公務員専門学校
尚美ミュージックカレッジ専門学校

計



．卒業後の資格 ．

大学院への進学

大学院進学先一覧

．卒業後の資格

資 格 取 得 受 験 資 格 等 （関係法令）

第 種電気主任技術者
本校電気電子工学科において、経済産業省令第 号第 条第 項各号の科目を修め
て卒業し、その後 年以上電圧 万ボルト以上の電気工作物の工事、維持又は運用
に従事した者（電気事業法第 条、経済産業省令第 号）

第 種電気主任技術者
本校電気電子工学科において、経済産業省令第 号第 条第 項各号の科目を修め
て卒業し、その後 年以上電圧 ボルト以上の電気工作物の工事、維持又は運用
に従事した者（電気事業法第 条、経済産業省令第 号）

第 種 ボ イ ラ ー・

タービン主任技術者
機械工学科を卒業し、電気工作物に限る発電用の設備に 年以上（内、圧力 キ
ロパスカル以上の発電用の設備に 年以上）の実務経験を有する者（同上）

第 種 ボ イ ラ ー・

タービン主任技術者

機械工学科を卒業し、最高使用圧力が キロパスカル以上のもののボイラー、蒸気
タービン、ガスタービン又は、燃料電池設備の発電用の設備に 年以上の実務経験
を有する者（同上）

甲種危険物取扱主任者
化学に関する学科もしくは課程を修めて卒業した者（消防法 条の 第 項）
（受験資格）

火薬類製造保安責任者
本校で物質工学に関する学科を専修して卒業した者（火薬類取締法施行規則第 条）

（受験科目一部免除）

級自動車整備士
高等専門学校の機械に関する学科において所定の課程を修めて卒業した後、 カ月
以上の実務経験を有する者（自動車整備士技能検定規則第 条）

建設機械施工技士

（ 級）

高等専門学校を卒業した後、受験しようとする種目に関し、指導監督的実務経験
年以上を含む 年以上の実務経験を有する者で、在学中に国土交通省令で定める学
科を修めた者（建設業法施行令第 条の 第 項 号、施工技術検定規則第 条）

毒物・劇物取扱責任者
物質工学科を卒業した者は、製造業、販売業等の施設から届出をすれば、毒物劇物
取扱責任者となれる。

そ の 他 の 資 格

大学編入学試験を受ける資格（学校教育法第 条）
技術士の第 次試験の受験資格（本校専攻科を修了し、修習技術者として一定期
間の実務経験を有する者）
電気工作物検査官の資格（電気事業法施行令第 条 ）機械工学科、電気電子工
学科を卒業後、 年以上電気工作物の工事、維持及び運用に関する行政事務に従
事した者
公認会計士第 次試験の免除

資 格 取 得 受 験 資 格 等 （関係法令）

第 種電気主任技術者

第 種電気主任技術者

第 種 ボ イ ラ ー・

タービン主任技術者

第 種 ボ イ ラ ー・

タービン主任技術者

甲種危険物取扱主任者

火薬類製造保安責任者

級自動車整備士

建設機械施工技士

（ 級）

毒物・劇物取扱責任者

そ の 他 の 資 格

専攻科で所定の単位を修得し、大学評価・学位授与機構の審査に合格すると、学士（工学）の学位

が取得でき、大学院へ進学できます。

大 学 院 名 第 回修了生
（平成 年度）

第 回修了生
（平成 年度）

第 回修了生
（平成 年度） 左記以前の進学先

山 形 大 学 大 学 院 人 人 人 筑 波 大 学 大 学 院
信 州 大 学 大 学 院
北陸先端科学技術大学院大学
九州工業大学大学院

東京工業大学大学院
新 潟 大 学 大 学 院
長岡技術科学大学大学院
豊橋技術科学大学大学院
京 都 大 学 大 学 院

計

大 学 院 名 第 回修了生
（平成 年度）

第 回修了生
（平成 年度）

第 回修了生
（平成 年度） 左記以前の進学先

山 形 大 学 大 学 院
東京工業大学大学院
新 潟 大 学 大 学 院
長岡技術科学大学大学院
豊橋技術科学大学大学院
京 都 大 学 大 学 院

計



．学 寮 ．

入 寮 状 況

か月当り寮生負担経費

平成 年 月 日現在

．学 寮

本校の学寮は 鶴鳴寮 と呼ばれ、約 名が入寮しています。女子寮は、地域からの強い要望に
より平成 年度に開設され、現在 名が入寮しています。
本校学寮では、教員・事務職員が交替で宿直・日直を行うなど、全教職員が一丸となって寮生の指
導にあたっているほか、模範的な寮生 指導寮生 が後輩の生活や勉学の指導にあたっています。
学寮では、いつも互助・互譲の精神をもちながら、明るい活気ある寮になるように努めています。
また、寮生の自治会として 寮生会 が組織されており、各種行事の立案・運営を行っていて、年間
を通して、寮祭、体育大会などのさまざまな行事が企画され楽しく実施されています。

“ ．
． ．

． ，“ （ ），
，

．

（ ）
， ．

学年
学科 年 年 年 年 年 合計

機 械 工 学 科

電 気 電 子 工 学 科

制 御 情 報 工 学 科

物 質 工 学 科

合 計

学年
学科 年 年 年 年 年 合計

機 械 工 学 科

電 気 電 子 工 学 科

制 御 情 報 工 学 科

物 質 工 学 科

合 計

寄 宿 料
個 室 （月額） 円

複数人居室 （月額） 円
その他

暖 房 費 （年額） 円

寮 生 会 費 （年額） 円（ 月納付）

寮 費 （月額） 円

給 食 費 （日額） 円

寄 宿 料

寮 費

給 食 費

（ ）

（ ）
（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）内は女子学生数、 内は留学生数（内数）

食事風景 学寮管理棟入口 ラウンジ



．学 生 会 ．

組 織 図

．学 生 会

陸上競技

バスケットボール

バレーボール

ソフトテニス

卓 球

柔 道

剣 道

野 球

サッカー

水 泳

バドミントン

テニス

ラグビーフットボール

山 岳

弓 道

ハンドボール

女子バレーボール

女子バドミントン

音 楽

美 術

．

化 学

天 文

吹奏楽

写 真

ソフトウェア研究

茶 道

ロボット技術研究

文 化 部

愛 好 会

学 級

体 育 部

学 生 総 会 評 議 会

監 査 委 員 会

役 員 会

会 長

副 会 長

会 計

事 務 局

広 報 部

審 案 部

書 記 部



．キャンパスマップ ．

鶴岡工業高等専門学校への道順

．キャンパスマップ

配置図

位置図 羽越本線鶴岡駅下車 約
鶴岡駅から庄内交通バス湯田川温泉行で 分 国立高専前下車
鶴岡駅から車で約 分

庄内空港から車で約 分
庄内空港から庄内交通快速バス鶴岡市内行で 分 鶴岡駅前乗換
湯田川温泉行で 分 国立高専前下車



土地・建物面積 平成 年 月 日現在

案内図

区 分
土 地
（ ）

建 物
備 考

構造 延面積（ ）

校 舎

号館 号館
号館 号館
号館 号館
号館

図 書 館
厚 生 会 館
総合情報センター
地域共同テクノセンター
機械実習工場
熱機関実験室
課外活動室

体 育 施 設
第 体育館
第 体育館
武道館 弓道場

陶 芸 室

そ の 他

校舎間渡廊下
ボイラー室，守衛室，車庫，
排水処理施設，倉庫，受変
電室等

寄 宿 舎

寮 寮
寮 寮
寮 管理棟
寮 渡り廊下
寮

運動場敷地

その他の用地 法地、山地

計

職員宿舎 戸

区 分
土 地
（ ）

建 物
備 考

）構造 延面積（ ）

校 舎

図 書 館
厚 生 会 館
総合情報センター
地域共同テクノセンター
機械実習工場
熱機関実験室
課外活動室

体 育 施 設

陶 芸 室

そ の 他

寄 宿 舎

運動場敷地

その他の用地

計

職員宿舎 戸



．国 際 交 流 ．．国 際 交 流

年 月、中国河南省 州紡織工学院（現

中原工学院）と本校とが学術交流に関する協定

を結び、以来、本校から延べ 名、中原工学院

から 名の研究員の交流を実施し、現在に至っ

ている。

（ ）

年 月にはフランス共和国リール 技術短期大学及びアメリカ合衆国レッドロックスコミュニ

ティカレッジの 校と学術交流に関する協定を締結し、 年 月から 週間 名の本科生をレッド

ロックスコミュニティカレッジへ、 年 月から ヵ月間 名の専攻科生を第 期生としてカ

レー・ブローニュ技術短期大学へ派遣した。

カレー・ブローニュ技術短期大学へ訪問

レッドロックスコミュニティカレッジへ訪問






